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　ナシ炭疽病（病原菌：Glomerella cingulata） 
は、はじめ葉に黒色の微小な斑点を生じ、
やがて葉を黄化、落葉させる病害です（写
真１､ ２）。高知県内では、1998年にベノ
ミル（ベンレート水和剤）耐性菌の発生に
より本病が大発生し、近年再び発生が増加
する傾向がみられています。使用頻度の高
い薬剤に対する感受性の低下が疑われたた
め、2009年に‘新高’の主要産地から発病
葉を採取し、分離して得られた病原菌54菌
株を用いて、ベノミル、アゾキシストロビ
ン（アミスター 10フロアブル）に対する
感受性検定を行いました（写真３）。
　その結果、ベノミルについては800ppm
において生育する高度耐性菌は検出されま
せんでしたが、10ppm 以下で生育する中
等度耐性菌が51菌株検出されました（表

１）。なお、中等度耐性菌、高度耐性菌と
もベノミルによる防除効果が劣るとされて
います。アゾキシストロビンについてはイ
チゴ炭疽病では3,200ppm でも生育するも
のが耐性菌とされており、今回調査した菌
株については25ppm 以上で生育する菌株
はなかったことから、全て感受性と考えら
れました（表２）。
　以上の結果から、ベノミル（ベンレート
水和剤）はナシ炭疽病に対する防除効果が
劣り、アゾキシストロビン（アミスター
10フロアブル）は現在のところ防除効果が
高いと考えられました。しかし、アゾキシ
ストロビンは多くの病害で耐性菌の発生が
報告されていることから、連用を避けて防
除することが重要です。

（病理担当　山崎睦子　088─863─4915）

   


